特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年5月17日408号
11日に天ヶ瀬森林公園と白川里山ビオトープを訪ねました。ここしばらくは木津川などの野原や川の植物を訪ねるのが中心でしたが、今回は山の木々の学習会になりました。山下茂さんの案内で昼食休憩も含めて約4時間説明を戴きました。山下さんは長年ボランティア活動で木々に付いて大変詳しく資料もしっかり用意して戴き詳しい解説があり、皆さん大変学習になったとの感想でした。モチツツジのピンク、ジャケツイバラの黄色、ツクバネウツギの白色目立ちました。ここは植樹されたものが中心で大きな木が目立ちました。帰路に「白川里山」のビオトープにたちより野草の観察を行いました。
●木津川の春の植物観察会　13日　11名の参加がありました。寺田駅西口に集まったのは11名でした。駅前の市内案内の看板を使ってコースと主なポイントを説明しました。この日は初参加のメンバーが4名もあって、新鮮な取組になりました。木津川堤下の三面張りの水路は湿地の中での排水溝で、コンクリートの打ち込みでは大変苦労したと、工事を進められた山本前理事長から説明がありました。その他木津川では3カ所目のマキエハギ群生が見事に生育しているのを確認、堤防に上ると荒らすの芋畑が一望でき、工業用地化する動きに地主達の反対運動が起きていること、河川敷内と畑地の高さ比較では水面や砂州が畑地より高いこと発見しました。伊藤千恵子さんから植物名の解説がありました。
●里山農園の手入れは10日に4人でかぼちゃの覆いを取り付け　なすの畝の土寄せと草引きに汗を流す。　野菜物は何と言っても手間暇をいかにかけて育てるかが、よい成果物になるのかならないのかの分かれ道だと良くいわれています。なかなかつらい仕事です。少し遠くて出かけて行くのがつらいのですが、皆さんよく手入れに集まっておられます。エンドウ豆の出来具合は余りよろしくないのですが、田植え体験の昼食には豆ご飯をサービスしようと張り切っていただいています。
●23年度の京都府の地域力再生プロジェクト活動報告では追加説明などがあり、備品台帳の提出で完全に終了しました。国土交通省の支援があったという見方で、10万円程度の減額の見通しとのことです。六項目の事業の何れも見事に完成できて、その成果を届けました。そのうち呼掛けチラシの所に支援国交省という文字が印刷されていました。実質的には一切の金銭支援はありませんでしたが、これが原因で減額されることになってしまいました。
●今年の地域で考えよう防災の取組み予定地を精華町にある相楽郡の浄化センターの「むくのき園」を予定して会場借用を申し入れました。福井波恵さんが口頭で借用の申入れを行っていただきましたが、玄関払いのような扱いで取りつく島もないとの連絡でしたので、文書を持って山田、田中、山村の3人で借用願所の提出を行いました。訪ねてみますと立派な建物の中ではなくて入り口の外で申し入れ書を手渡しました。対応された方のお話では、借用申入れに付いて積極的な役割を果たす立場にないとのそっけない返事でした。仕方なく返事を文書でくれるよう要望してきました。これまで数多くのご無理をお願いしてきましたが、玄関払いとなったのは初体験でした。
●ＮＰＯの会計報告の学習会11日　京都市のひとまち交流館で深田さん播川さん黒光さんが出席し学びました。京都市内のひとまち交流館の木村守会計士から解説がありました。ここでは、現金出納帳の記帳が必須と強調された。財産目録も必要とされた。また、認定NPO法人への説明会は5月28日（月）に開催するので、参加するようにと案内があった。
●19日　集合10時新田辺駅　絶滅寸前種レンリソウの観察会　花が咲いているでしょうか　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。07年5月20日に近畿地方で絶滅とされていたレンリソウが本会会員鈴木由紀枝さんによって発見され、植物学会に大きな衝撃を与えた。それが刈り飛ばされた揚句消却処分まで行われ、NHK/TVで全国報道事件にまで発展しました。里山の会ではこの場所を公開してみなさんの注目によって保全する方向をとりました。今年も開花時期ごろを狙ってご案内いたします。興味のある方是非ともお越しください。
●19日　春の野鳥観察会　9時30分　木津川流域センターに集合　木津川きっての野鳥の楽園　いい天気だと素晴らしい鳥の観察ができます。ここは二年前に樹木の伐採が行われ、巨大な樹木が取り除かれました。しかし野鳥の種数は減少しておらず、鳥たちの楽園として賑やかさが続いているようです。おなじみの植田先生から解説があり、ご期待下さい。お待ちしています。
●20日　京田辺市の環境フエスティバル　里山の会がブースを受け持ちます。　河川レンジャーの出前授業で水質検査の体験指導実施、里山の会は天然記念物とされたイタセンパラのお話を行います。それぞれ午前中と午後の2回実施を予定しています。
●26日　田植え体験者を募集　参加費500円　採りたて取り立てのマメご飯をご用意　お土産に淡竹の筍をお持ち帰り下さい。
●ホタルの集いと里山音楽会の出演者参加者募集中です。
●パソコン教室5月度は　写真の貼り付けを取りくんでいます。お越し下さい。パソコンのトラブルについてもご相談下さい。
●里山農園では玉葱もジャカイモも元気に成長を続けています。次はサツマイモや黒豆、大根を準備中。一度育ててみたいと思う皆さん　お越し下さい。広く大きく開墾が進みました。
●淀川発見講座受講生先着30名の応募があり、締め切られる　6月3日　伏見中書島の三栖閘門にある伏見出張所で講義が行われます。
●6月3日　木津川清掃ウォーク　10時木津川左岸近鉄鉄橋付近に集合　北と南のコースに分かれて清掃ウォーキング　参加者を募集　河床低下の実体を見学　絶滅寸前種レンリソウの観察や木津川の説明有り。






















木津川ワークショップ（27日）参加者募集中


集合：午前9時30分から　山城大橋東詰


　　まとめ：セセラギホール（中部住民センター）


木津川での魚とりを何回も行ってきました。その会場にしてきた山城大橋下のワンドや小川が激しく変化しています。この場所は現在の木津川で最も魚とりのしやすい安全な場所です。ワークショップの第1回目にここの魚や植物や地形の様子の調査を行います。それをもとに皆さんで話し合いましょう。多くの皆さんのご出席をお待ちしています。








週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

